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ディスクロージャー優良企業のIR活動

　このたびは、化学・繊維部門においてディスク

ロージャー優良企業に選定いただき、誠にありが

とうございます。ひとえに関係者の皆さまのご支

援とご理解によるものと、この場をお借りして改

めて感謝申し上げます。このたびの受賞は、当社

としては初めての受賞であり、積極的な情報開示

を進めるべく、経営トップをはじめ、社内一丸と

なって取り組んだことをご評価いただいたものと

考えております。

　当社グループは、総合化学メーカーとして、常

に時代のニーズに対して革新的な技術と製品でソ

リューションを提供してきました。自動車材料を

中心とした「モビリティ」、メガネレンズ用材料、

高機能不織布等の「ヘルスケア」、包装材料や農

薬等の「フード&パッケージング」といったター

ゲット領域と、産業や社会を支える「基盤素材」

領域において、数多くのトップシェア製品を有し、

グローバルに事業展開を行っています。

　IR活動においては、公平で適時適切な情報発信

を基本姿勢に、社長やCFOなどの経営トップを

はじめ、当社グループ各部門が一体となり、株主・

投資家・アナリストの皆さまとの対話の機会の充

実に努めています。これらの対話を通じて、当社

グループの経営戦略や経営計画にかかる理解を得

る努力を行うとともに、株主・投資家・アナリス

トの皆さまの声を傾聴し、また真摯に受け止め、

資本提供者の目線からの経営分析や意見を吸収お

よび反映し、当社グループの持続的な成長と中長

期的な企業価値向上につなげています。

　経営トップによる対話として、機関投資家・ア

ナリスト向けの経営概況説明会やスモールミーテ

ィング、国内・海外の投資家訪問、IRカンファレ

ンス等に経営陣が積極的に参加し、皆さまの関心

が高い事柄に対して、経営トップ自らが説明し、

直接ご質問に応えることを重視しています。

　また、経営陣やIR部門のみならず、各部門が一

体となり、事業戦略説明会や国内・海外の工場見

学会の充実も図り、当社事業・製品の優位性や今

後の成長性についてご理解いただく機会を設けて

います。事業のキーマンや現場担当者が具体的な

取り組みを紹介し、直接対話していただけるイベ

ントとして大変ご好評をいただいております。

　これらに加え、株主・投資家・アナリストの皆

さまとの対話を補足するため、IR資料やIRサイ

ト等のIRツールの充実にも努めています。IRツ

ールのひとつとして、当社は2000年にアニュア

ルレポートを創刊致しましたが、2016年度から

はこれを統合報告書「三井化学レポート」に移行

し、当社グループへ理解を深めていただくととも

に、“質の高い対話” のプラットホームとなる報

告を目指しています。

　今後も株主・投資家・アナリストの皆さま、当

社グループを取り巻く様々なステークホルダーと

の信頼関係を維持・発展させるため、公正で透明

性の高い情報を適時適切に開示するとともに、引

き続き経営トップをはじめ、グループ全体での積

極的なコミュニケーション活動に努めてまいりま

す。今後もご支援賜りたくよろしくお願い申し上

げます。

三井化学グループの持続的な成長に向けて
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